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発現に本質的であるという Brac kett らの仮説を支持するものである。
2. 中脳外側被蓋電気刺激による交尾行動の変容
中脳外側被蓋の雄型性行動における役割をさらに明確lとするため，オスラットの交尾行動中に乙の部位









オスラットの交尾動作に関連した変化として， 1) genital grooming 中に発火数が基線レベルの発火
、数よりも減少する (33%), 2) 追尾や後方ジャンプなどの相動的な全身運動に伴って発火数が増加する
. (19%) ; 3) 骨盤スラスト時のみに発火数が増加する (1 1 幼， 4) geni tal grooming 中持続的に










にわたり， 43%のユニットの発火数が増加し， 1 1%のユニットの発火数が減少した。同じ時期に，分








































(MP 0) が重要な役割を演じている乙とが明らかになっているo しかし， MPO へはど乙からどのよう
l乙情報が収束し，またMPOで収束された情報がど乙へ伝達されて'性行動の発現をもたらすかについては
断片的な知見しかない。
本研究は，乙の入出力経路，および，その機能的役割，つまり，性的動機づけに関する機能と交尾動作
の遂行花関する機構の動的実態を明らかにする目的で，交尾中lζ脳内の広範な部位からニューロン活動を
記録した。その結果， MPOへは大脳辺縁系を始め種々の領野から入力はあるが，少くとも肩桃体から分
界条を経由して伝達される情報は，パートナーの認知を含む信号として，交尾の開始に重要な役割を演じ
ており，他方， MPOから内側前脳束を通過して中脳に至る投射は，交尾指令を中脳外側被蓋に伝え，交
尾行動を構成する一つ一つの動作の調節にあず‘かっている乙とが判明した。乙の乙とは，雄型性行動の仮
想的神経団路に動的実証的根拠を与える貴重な成果が得られたと考えられる。
本委員会は，以上の論文内容から本論文が学術博士の学位を授与するに充分であると判定した。
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